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チルアミノ)エチル (EAMA) との共重合を行い、グラフトポリマーを合成した。この重合反応は EAMA
がレドックス開始剤となるため、室温下でで容易にグラフト高分子が合成される。未反応の PEGを分別す
るため、沈殿剤に沈殿させたポリマーをゲルろ過カラムで分別した。このようにして合成したグラフトポリ




















PEAMA-g-PEG 十 1)ゾチーム溶液にポリアクリル薮 10mM添加したところ、期待したようにポリアクリル
酸の添加により、活性が回復し、これは上述したメカニズムを支持した。驚いたことに、グラフトポリマー
/リゾチーム複合体を 9S0Cで20分間加熱した後に室温に戻し、 PAAcを添加しでもほぼ定量的に活性が回
復することが確認された。これらは PEAMA-g-PEGがリゾチームに相互作用することにより、 9S0Cでさえタ
ンパク間の凝集を抑え、変成させることなく立体構造を保持しているためと結論づけられる。これらの結果
から PEAMA-g-PEGは熱変性によるリゾチームの凝集を完全に抑制し、高度に活性を維持する複合体を提供
する材料であり、タンパク質安定剤として期待される。
第四章ではリボヌクレアーゼを用い、同様に検討を行った。この場合、混合系で酵素活性が低下すること
は無いものの、高熱処理において酵素活性が維持されることが確認された。
第五章では様々なポリアミンおよびその四級化体を合成し、酵素に対する相互作用の機構解明に関して検
討した結果をまとめている。上述したように酵素活性ポケットとポリマーの静電相互作用に加えて疎水性相
互作用が酵素活性の安定化に大きく寄与する機構を想定した。
このように本論文ではこれまでにないポリエチレングリコールをグラフト鎖とするポリアミン誘導体が、
単に混合するだけで著しい酵素耐熱性を向上させる系を見いだしており、酵素工業に於ける発展に大いに寄
与する成果として期待できる。
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審査の結果の要旨
論文審査及び質疑応答に関して、
1.材料合成、リゾチーム安定化、リブヌクレアーゼ安定化とそれらの機構に関して段階を踏んで研究を分
で検討を進めており、高く評価された。
2. メカニズムに関する検討では様々な材料を利用して真実に近づきつつあり、評価される。
3. 受け答えがはっきりしており、高い評価を得ている。
4. メカニズムに関する論文は早々にまとめて外部発表の予定である。
論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有する
ものと認める。
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